


















 

I 母子緊急医療システムの概要 

 母子保健の分野で近年重要性が呼ばれていることは,諸外国にくらべていち

じるしく高い妊産婦死亡率の改善,とくに妊娠中毒症死と出血死の対策,および

乳児死亡率のめざましい低下にともなって顕在化した感のある,心身障害児の

発生予防の対策である。後者については神奈川県母子健康調査会が 10 年来企画

実施して来た,異常児発生要因調査の集計解折にまつところが多大である。しか

し前者については医療の供給体制の整備により,かなり改善が見込まれ早急に

実現されるべきものと考える。 


